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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公開番号】特開2007-279873(P2007-279873A)
【公開日】平成19年10月25日(2007.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2007-041
【出願番号】特願2006-102694(P2006-102694)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/02     (2006.01)
   Ｇ１１Ｃ  16/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/02    ５１０Ａ
   Ｇ１１Ｃ  17/00    ６０１Ｅ
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５９７Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月30日(2009.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
論理的記録単位で半導体メモリーに静止画データを記録するデータ記録装置であって、
入力された信号を前記半導体メモリーに書き込む静止画記録データに変換する信号処理手
段と、
前記静止画記録データを、前記半導体メモリーに書き込むインターフェース手段と、
前記静止画記録データを書き込む前記論理的記録単位の配置を検出する検出手段と、
前記静止画記録データに応じて、前記検出手段による連続する前記論理的記録単位を選択
して記録する制御手段と
を備えたデータ記録装置。
【請求項２】
前記制御手段は、前記静止画記録データのデータサイズに応じて、前記論理的記録単位の
連続する数を選択する請求項１記載のデータ記録装置。
【請求項３】
前記制御手段は、前記静止画記録データのデータサイズが大きいほど、前記連続する数を
大きくする請求項２記載のデータ記録装置。
【請求項４】
前記制御手段は、前記静止画記録データの記録画素数に応じて、前記論理的記録単位の連
続する数を選択する請求項１記載のデータ記録装置。
【請求項５】
前記制御手段は、前記静止画記録データの記録画素数が大きいほど、前記連続する数を大
きくする請求項４記載のデータ記録装置。
【請求項６】
前記信号処理手段は、圧縮処理を行う圧縮手段をさらに備え、
前記圧縮処理を行う場合に、前記圧縮処理を行わない場合に比べ、前記論理的記録単位の
連続する数を小さくする請求項１に記載のデータ記録装置。
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【請求項７】
被写体像を撮像する撮像手段と、
前記撮像手段により静止画を連続して撮像する連写手段と、
前記撮像手段の出力を静止画記録データに変換する信号処理手段と、
前記静止画記録データを、論理的記録単位で半導体メモリーに書き込むインターフェース
手段と、
前記静止画記録データを書き込む前記論理的記録単位の配置を検出する検出手段と、
前記連写手段による連写時において、生成される前記静止画記録データに応じて、前記検
出手段による連続する前記論理的記録単位を選択して記録する制御手段と
を備えた撮像装置。
【請求項８】
前記制御手段は、前記連写を行う場合に、前記連写を行わない場合に比べ、前記論理的記
録単位の連続する数を大きくする請求項７に記載の撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】データ記録装置、及び撮像装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　以上に述べた課題を解決するために、本発明のデータ記録装置は、論理的記録単位で半
導体メモリーに静止画データを記録するデータ記録装置であって、入力された信号を前記
半導体メモリーに書き込む静止画記録データに変換する信号処理手段と、前記静止画記録
データを、前記半導体メモリーに書き込むインターフェース手段と、前記静止画記録デー
タを書き込む前記論理的記録単位の配置を検出する検出手段と、前記静止画記録データに
応じて、前記検出手段による連続する前記論理的記録単位を選択して記録する制御手段と
を備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明のデータ記録装置は、論理的記録単位で半導体メモリーに静止画データを記録す
るデータ記録装置であって、入力された信号を前記半導体メモリーに書き込む静止画記録
データに変換する信号処理手段と、前記静止画記録データを、前記半導体メモリーに書き
込むインターフェース手段と、前記静止画記録データを書き込む前記論理的記録単位の配
置を検出する検出手段と、前記静止画記録データに応じて、前記検出手段による連続する
前記論理的記録単位を選択して記録する制御手段とを備えるものであり、これにより、記
録媒体としてフラッシュメモリーのような記録デバイスを使用して静止画データ記録する
機器において、フラッシュメモリーにデータを書き込む際に、連続した領域に選択的にデ
ータを記録するようにし、書き込み速度の低下を軽減することができるものである。
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